
地域住民と連携した
新たな海岸林の造成について

中能登農林総合事務所森林部



はじめに

・柴垣町会から景勝地である長手島のクロマツ林の保全とあわせ、住宅地
前面への防風林の造成について相談が寄せられる。

・上記を踏まえ、現地調査等を実施し、対応策の提案を行うこととした。

1令和７年５月 柴垣町会長と打合せ



柴垣海岸の状況①（遠景）

自転車道より海側
トベラ等の低木性の灌木類が繁茂

自転車道より山側
クロマツがほぼ全滅し、エノキやアカメガシワ
等の広葉樹が生育
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羽咋市柴垣地区

羽咋健民自転車道

長手島

柴垣住宅団地



柴垣海岸の状況②（近景）

自転車道より海側
トベラ等の低木性の灌木類が繁茂

自転車道より山側
クロマツがほぼ全滅し、エノキやアカメガシワ等
の広葉樹が散在 3



１．残存クロマツ林の状況
林齢 40～60年生
立木密度 約100本／ha（ 林冠高が10m程度の場合の理想は1,055本／ha)
胸高直径 平均22.6cm 最大 36cm 最小 4cm
樹高 平均11.4m 最大18m 最小3m

現地調査の結果①
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※

※ 健全な海岸林を仕立てるための密度管理 坂本知己 2017.6 GREEN AGE

令和７年７月 現地調査



現地調査の結果②

エノキ、アカメガシワ、ヤツ
デ、ヌルデ、カスミザクラ、
トベラ、シャリンバイ、ハン
ノキ、ヒイラギ、ヤブニッケ
イ、ムクゲ、オニツルウメモ
ドキ、ハマナシ

→エノキ、アカメガシワが多いが、
樹高が最も高いものでも５ｍ程度
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２．現地で確認された、クロマツ以外の樹木

エノキ アカメガシワ

令和７年９月 現地調査



現地調査の結果③
３．植栽樹種の検討

6出典：よくわかる石川の森林・林業 No10 海岸林のしくみと管理（2009）

・林業試験場の既往の知見や治山事業での実績等を踏まえると、エノキ、
カシワが有望

・一方で、現地で残存しているマツの樹高が18ｍ程度あるに対し、現地の
エノキは５ｍ程度しかなく、より成長が早く、樹高が残存マツと同等程度
となる樹種を選定し、植栽していく必要あり



植栽候補樹種について

・地元では、町会の委員会で、抵抗性クロマツでも枯れてしまうで、早く育
つ樹木として、モウソウチクやツタウルシ、ニセアカシアなどの植栽を検討

・他県での事例や県内での試験植栽地を確認し、林業試験場と相談の上、
植栽候補樹種としてセンダンとテーダマツを選定
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センダン テーダマツ



選定理由（センダン）

８

・センダン科センダン属の落葉広葉樹
・伊豆半島以西の本州、四国、九州など企画的暖かい地域に分布。
・県内でも加賀市上木地内の海岸林等に自生。
・陽樹で成長が非常に早く、樹高15～20ｍにまでなる。

出典：R５石川県林業試験場研究成果発表資料



９

植栽後６年経過した白山市湊地内のセンダン試験林の様子
（平均樹高７ｍ、平均直径 8ｃｍ）

令和７年９月 現地調査



・中日本合板協会において合板用材として普及を推進中

・北米東南部を原産とする松の一種であるが、国内でも静岡県や兵庫県
などに植林され、現存している。

・土壌を選ばずたいていの環境でよく育つ上、成長が非常に早く、樹高
は最大で３０ｍを超える。

・マツの仲間であっても、松くい虫の病原体（線虫）を接種しても枯れ
なかったという実験結果もあり、松くい虫に耐性がある可能性が高い。

選定理由（テーダマツ）

出典 庭木図鑑 植木ペディア https://www.uekipedia.jp、林業技術３９９号（１９７５） 10



林業試験場の職員とともに、テーダマツの植栽試験を先に実施している静岡
県に赴き、苗木の育成状況や、造林木の生育状況などを確認。

１１
R6年度に植栽したテーダマツ

植栽後2年で２ｍ程度となっている。

静岡県森林・林業研究センターでの苗木の育成状況

令和７年１１月７日 現地調査



これらの調査結果等を踏まえ、柴垣町会共有地の一部に、地域住民の

協力のもと、センダン（１００本）とテーダマツ（５０本）を植栽する
ことについて、柴垣町委員会にて提案し、了承を得る。

１２令和７年９月２７日 柴垣町会委員会



試験植栽の実施（柴垣町会共有地の一部）

１３

柴垣住宅団地

６０ｍ×１００ｍ 約６００㎡

試験植栽のスケジュール

10月初旬～中旬
地拵え

10月下旬～11月下旬
植栽、防風柵設置
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テーダマツ
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春植（3月）部分

・センダン（100本）は海側、テーダマツ（50本）は山側に植栽
・苗木は2.5m間隔で植栽

・秋植（11月）と春植（3月）に分け、春植時に活着不良木の補植を予定

・海岸側には風の影響を軽減するため防風柵を設置

植栽
時期

センダン
テーダ
マツ

合計

11月 75本 25本 100本

3月 25本 25本 50本

1４

植栽配置図

防風柵L=60m

住宅団地側

海岸側



1５

令和７年10月24日 地元の方々と植栽



1６

令和７年11月20日 一般流通材を活用した防風柵の設置



1７

令和８年１月２８日 現況

センダン
（冬季は根元から落葉） テーダマツ

令和８年1月２８日現在、枯損なし。



今後の展開

・試験植栽地の継続的な観察と下刈
り等の管理を町会と共同で実施

・今回の試験植栽地の造成を契機に、
羽咋市の補助事業を活用し、町会自
らも周辺部の海岸林再生への取り組
みを開始。

・上記にあたり、要請に応じ、苗木
の調達や植栽等の支援を行う予定。

１８

→令和６年能登半島地震にかかる羽咋市地域コミュニティ
  活動支援補助金の活用を想定
  事業期間：R7～R9 予算額 2,300千円（３ヶ年分）
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